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市 の 人 口 
	

男 25,574人 
	

世 帯 数 	14,699 

	

52.891 /. 	女 27,317人 
	

（昭和59年3月1日現在）住民基本台帳から 

, 

「ケガや病気に注意して、春までがんばって下さい。」 

花田助役と成田収入役をはじめ、市の出稼ぎ対策係

の一行はさる 2 月22日から 8日間、関東方面の10事業

所を訪間、出稼ぎ者を激励しました。 

一行は、市の近況と広報紙や出稼文集を手土産に訪

問、出稼ぎ者とひざを交えながら要望等を聴きました

が、「作業環境や就業時間なども問題なく安心した。皆

んな元気に働いています。」 と語っています。 

【 8面へ続く】 

元気で働いています 
出稼者を激励訪間  f二発一に言二」謙 

挙警鷲欝i 
鷺舞 

	- 



親水テラス 
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導都市コミュニティ
！ 	センター 
? l保健センター、 
~ 、働く婦人の家ノ 

、 

五所川原市水緑都市計画 
（新町・布屋町地区バイロット事業） 

く 

由水と緑に, 
園スペース 

ェベント広場 
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屋根付き歩道 

西
北
中
央
病
院
 
櫓
 

~  3取扱金融機関 

4保 証 総 客頁, 
5実 施 期 間 

3取扱金融機関 全金融機関 

6保証 条件 

7受付 場所 
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患者さんの作品を展示 
西北中央病院精神科 

イ
ク
他
 

市
立
西
北
中
央
病
院
精
神
科

で
は
、
次
の
日
程
で
精
神
科
作

業
療
法
の
作
品
展
を
開
催
し
ま

す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
 

●

と
き
 
三
月
二
十
二
日
 

（
木
）
ー
二
十
四
日
（
土
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
七
時
ま

で
 

■

と
こ
ろ
 
働
く
婦
人
の
家
 

（
市
内
新
町
・
旧
警
察
署
）
 

●

展
示
品
 
陶
器
、
松
カ
サ

細
工
、
手
芸
、
書
道
、
卵
モ
ザ
 

当
市
が
新
年
度
か
ら
着
手
す

る
予
定
の
『
水
緑
都
市
モ
デ
ル

地
区
整
備
事
業
計
画
』
が
去
る

二
月
二
十
九
日
の
第
三
回
モ
デ

ル
地
区
整
備
事
業
計
画
策
定
委

員
会

（
委員
長
関
清
秀
日
大
教

授
）
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
事
業
は
、
国
や
県
の
協

カ
を
得

て
、
当
市
の
歴
史
的
、
 

地
理
的
条
件
等

の
特
性
を
生
か
 

し
つ
つ
、
水
と
緑
の
豊
か
な
空

間
を

つ
く
り
『
堰
の
再
生

・
都

市
の
再
生
』
．を
基
本
理
念
と
し

て
、
北
国
の
風
土
に

ふ
さ
わ
し

い
都
市
づ
く
り
を
推
進
す
る
も

の
で
す
。
 

全
体
計
画
で
は
、
市
街
地
で

堰
に
沿
っ
た
ま
と
ま
り
の
あ
る

未
利
用
空
地
十
九
カ
所
を
候
補

地
と
し
、
そ
の
中
か
ら
利
用
人
 

ロ
の
予
測
、
公
共
施
設
及
び
既

存
緑
地
と
の
関
連
な
ど
を
考
慮

し
、
個
別
整
備
区
域
に
五
地
区
 

（
菊
ケ
丘
、
新
町

一
布
屋
町
、
 

大
町
狸
小
路
、
敷
島
町
、
若
葉

ラ
イ
オ
ン
ズ
の
森
）
を
選
定
し

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
 一
挙

に
実
施
す
る
の
は
、
昨
今
の
財

政
事
情
か
ら
血
一
理
であ
る
こ
と

か
ら
、
昼
間
人
口
が
多
く
商
業
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 
◇
 
◇
 

活
性
化

へ
の
寄
与
、
他
施
設

・

地
区
‘
ょ
どの
連
続
化
な
ど
に
よ

っ
て
、
先
導
的
効
果
が
期
待
で

き
る
新
町

・
布
屋
町
地
区
の

一

部
を
五
十
九
年
度
か
ら
三
カ
年

計
画
で
地
方
都
市
整
備
パ
イ
ロ

ソ
ト
事
業
と
し
て
整
備
し
、
又

他
地
区
に

つ
い
て
も
国
の
関
連

事
業
等
の
導
入
に
よ
っ
て
順
次

整
備
す
る
予
定
で
す
。
 

昭和59年（1984年） 3 月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

(563号） ② 

r 
7昭和59

筆）簾麟害対策に係る青森県中ノ」、一
企業俸質強蕉舞金特別保証融資制度について 

1 目 	的 昭和59年豪雪により直接及び間接に被害を受け

た中小企業者に対し、青森県中小企業体質強化資

金特別保証融資制度を機動的に運用することによ

り復旧資金の円滑な融通を図ることを目的として

実施するっ 

2保証対象者 昭和59年豪雪により直接及び間接に複害を受け

た中小企業者で次の各号のーに該当する者コ 

(1) 58年 11月から 59年 2 月までの連続する 

3 カ月の売上高が前年同期に比し 10パーセン

ト以上減少している中小企業者コ 

(2) 58年 11月から 59 年 2 月までの連続する 

3 カ月の収益性、又は資金繰りが悪化している

中小企業者っ 

( 3) 昭和59 年豪雪により建物等に直接被害を受

けた中小企業者っ 

4保 証 総 額, 地域産業対策融資枠内で運用するっ 

5実 施 期 間 昭和59年 2 月 2 3日から 

昭和59年 3 月31日まで 

6保 証 条件 1）資 金の使途 災害復旧のため必要な設備 

及び運転資金。 

2〕保 証 金 額 1 企業につき30.000千 

円以内っ 

(3）保 証 期 間 運転資金 5 年以内」 

設備資金7年以内っ 

(4）償 還 方 法 一括払又は割賦償還（運転 

資金については 6 箇月以内、 

設備資金については I年以

内の据置期間を設けること

ができる。） 

(5）保 証 形 式 証書貸付の保証 

(6〕利息及び保証料 利息 年 7.2% 
保証料 年0.9% 

(7｝保証人及び担保 保証人は 1 名以上とし、と 

要に応じて担保を徴する。 

7受 付 場 所 取扱金融機関及び信用保証協会本・支所 



(563号） 広報ごしょがわら 

く受賞おめでとう） 

③ 昭和59年（1984年） 3月15日 

,
 

,
 

（
一
一
中一
年
）
、中
川
正
人
（
一

中
三
年
）
、
横
嶋
美
由
紀
（
一

中
三
年
）
、
佐

々
木
浩
二
（
一
一

中
三
年
）
、
中
川
伸
吾

（
二
中

三
年
）
、
佐
々
木
伸
子
（
二
中

三
年
）
、
斎
藤
千
賀
子

（
二
中

三
年
）
、
佐
々
木
敏
（
青
森
県

書
道
連
盟
洗
心
支
部
）
 

▽
作
文
 
秋
田
信
子
（
三
中
 

一
一犀
）
 

▽
小
説
 
阿
部
二
郎

（
川
柳

岩
木
吟
社
）
 

▽
俳
句
 
古
川
靖
子
（
南
小

六
年
）
 

▽
短
歌
 
大
沢
良
信
（
津
軽

ア
ス
ナ
ロ
短
歌
会
）
 

▽
川
柳
 
山
谷
富
男
、
対
馬

堅

一
、
葛
西

昭
雄
、
成
田

栄
 

（
以上
川
柳
岩
木
吟
社
）
 

▽
ピ
ア
ノ
 
開
米
綾
香
（
南

小
五
年
）
、
原
田
暢
子

（
南小

六
年
）
 

▽
囲
碁
 
中
野
導
人

（
五
所

高
三
年
）
、
佐
々
木
宏
文
、
工

藤
和
豊
（
以
上
日
本
棋
院
五
所

川
原
支
部
）
 

▽
珠
算
 
松
本
真
由
美
（
木
 
 

高
二
年
）
、
其
田
晴
美
（
木
高

一
一
年
）
 

▽
写
真
 
前
田
悌
（
二
中
一
一

年
）
 

■

団
体
の
部
 

▽
合
唱
 
五
所
川
原
高
等
学

校
音
楽
部
（
藤
元

渉
他
八
十
八

名
）
、
五
所
川
原
合
唱
団

（笹

昭
夫
他
四
十
八
名
）
 

▽
書
道
 
五
所
川
原
第
三
中

学
校
 

▽
放
送
 
五
所
川
原
高
等
学

校
放
送
委
員
会

（片
山
直
樹
他

十
四
名
）
 

▽
囲
碁
 
佐
藤
仁
外
科
チ
ー
 

ム
（
笠
井
実
他
二
名
）
 

⑥
ス
ポ

ー
ツ
賞
 

■

五
回
受
賞
 

▽
相
撲
 
葛
西
●
土
彦
（
五
商
 

高
教
員
）
 

■

個
人
の
部
 

▽
陸
上
競
技
 
小
田
桐
二
郎
 

（
木
高
一
年
）
、
平
山
新
三
郎
 

（
五
所
川
原
市
身
体
障
害
者
福

祉
会
）
、
秋
元
千
鶴
子
、
原
知

紀
、
安
田
信
昭
（
以
上
陸
上
競

技
協
会
）
、
笠
井

一
重
（
五
農

一
一
年
）
、藤
田
茂
（
五
農
二
年
）
、
 

古
川
美
恵
子
（
一
中
三
年
）
、
 

小
野
誘
子
（

一
中
三
年
）
、
伊

藤
真
希
（

一
由
ニ
年
）
、
小
野

寿
子
（
飯
詰
中
二
年
）
、
鈴
木

ゆ
う
（
木
高
三
年
）
 

▽
軟
式
庭
球
 
須
郷
恵
子
、
 

工
藤
節
子
（
以
上
庭
球
協
会

）
 
 

▽
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
イ
ン
グ

江
良
義
文

（五
工
高
）
 

▽
ボ
ク
シ
ン
グ
 
川
口
真
史
 

（
青商
高
）
 

▽
柔
道
 
成
田

敏

（五
農

高
）
、
佐
藤
順
一
 
（
警視
庁
）
 

▽
卓
球
 
工
藤
靖
子

（
二
中

三
年
）
、
今
幸
子
（
一
一中
一
一
年
）
、
 

横
山
幸
子

（
南小
五
年
）
、
堀

内
美
和
（
南
小
六
年
）
、
杉
山

礼
子
（
南
小
六
年
）
 

▽
相
撲
 
葛
西
二
「
彦
（

五

農
高
教
員
）
、
成
田
琢
弥

（
一

中
一
年
）
、
葛
西
圭
喜
？
（五
商

高
教
員
）
 

▽
弓
道
 
工
藤
誠

一
 
（
弓道
 

A

ム
）
 

▽
ス
キ
ー
 
奈
良
一
也

（飯

詰
小
六
年
）
、
今
啓
充

（松
小

六
年
）
 

■

団
体
の
部
 

▽
野
球
 
胃
腸
病
院

（境
文

夫
他
十
七
名
）
、
五
所
川
原
高

等
学
校
野
球
部
（
平
山
悟
他
十
 

」
ハ
名
）
 

▽
柔
道
 
五
所
川
原
農
林
高

等
学
校
柔
道
部
（
対
馬
智
他
八

名
）
 

▽
相
撲
 
五
所
川
原
農
林
高

等
学
校
相
撲
部
（
三
上
恒
寛
他

十
六
名
）
 

▽
庭
球
 
五
所
川
原
第

一
中

女
子
庭
球
部

（小
笠
原
雪
子
他

七
名
）
 

▽
少
林
寺
拳
法
 
五
所
川
原

工
業
高
等

学
校
少
林

寺
拳
法
 
 

（
一
戸
文
仁
他
九
名
）
 

▽
卓
球
 
五
所
川
原
南
小
学

校
男
子
卓
球
部

（斎
藤
佳
史
他

六
名
）
、
五
所
川
原
南
小
学
校

卓
球
ス
ポ
ー
ッ
少
年
団

（
堀
内

美
和
他
六
名
）
、
五
所
川
原
南

小
学
校
女
子
卓
球
部

（堀
内
美

和
他
六
名
）
、
五
所
川
原
第
一
一

中
学
校
女
子
卓
球
部
（
葛
西
亮

子
他
八
名
）
、
五
所
川
原
第
一

中
学
校
女
子
卓
球
部
（
新
谷
友

佳
子
他
七
名
）
、
五
所
川
原
第

一
中
学
校
男
子
卓
球
部
（
工
藤

慶
人
他
七
名
）
 

▽
陸
上
競
技
 
五
所
川
原
第

一
中
学
校
女
子
陸

上
競
技
部
 

（
山形
祥
子
他
五
名
）
 

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 
五
所
川

原
工
業
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ

ー
 

ル
部

（
外崎
真
人
他
十

一
名
）
 

市
の
執
務
時

間
 

が
 

変
 

更
 

三
月
一
日
か
ら
市
役
所
 

（病
院
を
除
く
）
の
執
務

時
間
が
、
次
の
よ
う
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。
 

ロ
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
四
十
五
分
ま
で
 

（
昼
の
休
憩
時
間
は
、
正

午
か
ら
午
後
零
時
四
十
五

分
ま
で
）
 

口
土
曜
日
 

午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
零
時
十
五
分
ま
で
。
 

昭
和
五
十
八
年
度
の
市
文
化
奨
励
賞
及
び

ス
ポ
ー
ッ
賞
の
表

彰
式
が
ニ
月
二
十
五
日
市
中
五
〈
公民
館
で
行
わ
れ
、

文
化
奨
励

賞
に
二
十
八
人
、
五
団
体
（
百
五
十
五
人
）
、

ス
ポ
ー
ッ
賞
に
 

‘十
九
人
、
十
五
団
体
（
百
五
十
一
人
）
、
五
回
受
賞
一
人
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。
 

各
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

⑥
文
化
奨

励
賞
 

●
個
人
の
部
 

▽
版
画
 
工
藤
純
也
（
五
小

二
年
）
、
金
田
修
治
（
五
小
五

年
）
 

▽
書
道
 
片
岡
節
子

（松
野

木
小
五
年
）
、
中
川
潤
一
 
（
松

野
木

小
六
年
）
、

片
岡
範
一
一
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亀
 

み
な
さ
ん
は
毎
朝
鏡
を
見

ま
す
ね
。
鏡
は
自
分
の
顔
の

小
さ
な
部
分
ま
で
そ
の
ま
ま

写
し
出
し
て
く
れ
ま
す
。
で

も
、
そ
の
鏡
が
く
も
っ
て
い

た
ら
、
顔
の
小
さ
な
変
化
を

見

つ
け
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
そ
う
い
う
時
に
、
大
抵

の
人
は
鏡
を
磨
き
ま
す
ね
。
 

こ
の
事
を
心
に
留
め
て
、
私

が
こ
れ
か
ら
述
べ
る
こ
と
を

一
緒
に
考
え
て
み
て
く
だ
さ
 

い
。
 

中
学
校
に
入
っ
て
間
も
な

い
こ
ろ
で
し
た
。
私
よ
り
一

年
先
に
中
学
に
通
っ
て
い
た
 

「少年の主張発表大会」学警連会長賞 

(563号） ④ 

本
年
も
融
雪
期
を
迎
え
、
出

水
等
に
よ
り
農
地
・
農
業
用
施

設
の
被
災
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

被
災
者
は
、
次
の
事
項
を
ご

留
意
の
う
え
、
発
生
報
告
書

に

よ
り
申
請
し
て
下
さ
い
。
 

▽
受
付
期
問
 

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

昭
和
五
十
九
年
十

一
月
三
十
日

ま
で
 

▽
受
付
場
所
 

市
土
地
改
良
課
又
は
各
土
地
改

良
区
 

▽
対
象
地
域
 

五
所
川
原
市
全
域
 
 

▽
対
象
工
種
 

●

農
地
（
田

‘
畑
）
 

・

施
設

（用
水
路
・
排
水
路
 

・

頭
首
工

・
農
道
 

・

農
道
橋

・
た
め
 

池

・
揚
水
機
）
 

▽
受
益
戸
数
 

●

農
地
 

『
「
 

」「
教
育
振
興
会
へ
十
 

、
 
、
 

J
 一
、
  

市
内
柏
原
町
の
又
上
佐

々
木

呉
服
店

（佐
々
木
勝
造
代
表
取

締
役
）
は

二
月
二
十
七
日
、
市

の
教
育
振
興
基
金

に
役
立
て
て

下
さ
い
と
十
万
円
を
財
団
法
人
 

昭
和
五
十
八
年
度
環
境
美
化

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
二
月

二
十
七
日
、
産
経
会
館
五
階
ホ
 

ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

花
壇
の
部
で
は
五
所
川
原
小

学
校
が
最
優
秀
賞
、
清
掃
活
動

の
部
で
は
川
端
町
々
内
会
が
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

式
典
に
お

い
て
森
田
市
長
が
 

「今
後
と
も
市
民
の
模
範
と
な

る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
努
力
し

て
下
さ
い
己
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
し
た
。
 

花
壇
の
部
、
清
掃
活
動
の
部

合
わ
せ
て
二
十
七
団
体
が
参
加

し
た
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
は
次

の
通
り
で
す
。
 

●

施
設
 
二
戸
以
上
 

▽
エ
事
の
施
行
方
法
 

請
負
施
行
 

▽
受
益
者
負
担
金

（
調
査
費
）
 

●

農
地
 
事
業
費

の
1
0％

ー
 

5
0％
ま
で
 

●

施
設
 
事
業
費
の
1
0%
 

く
わ
し

い
こ
と
は
、
市
土
地

改
良
課

・
事
業
係
（
傘
⑩
i
2
 

ー
1
1

・
内
線
二
二
〇

・
二
一
一

番
」

へ
 

万
円
を
寄
付
、
一『」
 

市
教
育
振
興
会

へ
寄
付
し
ま
し

た
。
 

次
男
の
宏
文
さ

ん
が
文
化
奨

励
賞
を
受
賞
し
た
の
を
記
念
し

て
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 
 

■

花
壇
の
部
 

最
優
秀
賞
 
五
所
川
原
小
学
 

校
 優

秀
賞
 
梅
泉
小
学
校
、
悪
 

戸
部
落
会
、
五
所
川
原
税
務
署
 

■

期
間
 
第

一
期
四
月
七
日

か
ら
八
月
末
日
ま
で
毎
週
水
、
 

土
曜
日
午
後
四
時
ー
六
時
 

●

会
場
 
市
民
体
育
館
（
サ

ブ
）
 

■

申
込
み
 
開
講
式
当
日
会
 
 

特
別
賞
 
野
里
小
学
校
 

●

清
掃
活
動
の
部
 

最
優
秀
賞
 
川
端
町

々
内
会

優
秀
賞
 
ド
藻
川
更
正
保
護

婦
人
会
、
姥
落
亀
竜
寿
会
 

場
で
受
け
付
け
し
ま
す
。
 

■

費
用
 
ス
ポ
ー
ッ
障
害

保

険
料

の
他
千
円
 

■

資
格
 
市
内
小
、
中
、
高

校
生
 

■

服
装
 
各
学
校
で
着
用
し
 

知
り
合
い
か
ら
こ
の
よ
う
な

事
を
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
 

「
一
中
で
、
盗
み
は
日
常
茶

飯
事
だ
し
、
傘
ぐ
ら
い
は
い

つ
で
も
盗
ま
れ
る
己
と
い
う

事
で
す
。

一
中
の
評
判
は
私

が
小
学
校
の
頃
か
ら
良
く
な

い
も
の
で
し
た
。
 
「
一
中
に

は
不
良
が
た
く
さ
ん
い
る
己

と
か
 
「ち
ょ

っ
と
い
い
物
を

持
っ
て
行
く
と
、
す
ぐ
に
盗

ま
れ
て
し
ま
う
」
 

そ
の
頃
、
中
学
校
入
学
と

い
う
か
す
か
な
希
望
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
評

判
を
聞
く
度
に
強
い
嫌
悪
感

を
抱
き
ま
し
た
。
中
学
校
に

人
っ
て
、
や
は
り
傘
や
ズ
ッ

ク
が
な
く
な
っ
た
り
し
ま
し

た
。
し
か
し
私
自
身
、
あ
ま

り
盗
み
と
い
う
問
題
に
真
剣

に
取
り
組
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
 
 

て
い
る
ス
ポ
ー
ッ
ウ
エ
ァ
ー
。
 

希
望
に
よ
り
制
服
運
動
着
（
協

会
準
備
）
 

■

開
講
式
 
四
月
七
日
午
後

ニ
時
。
会
場
そ
の
他
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
協
会
事
務
局
（

小

曲
 
工
藤
常
商
店
合
⑩
二
四
八

四
）
 

主
催
 
全
日
本
銃
剣
道
連
盟

五
所
川
原
協
会
 

後
援
 
五
所
川
原
市
教
育
委
 

員
会
 

小
学
校

の
頃
何
か
が
盗
ま
れ

た
り
す
る
と
、

H
R
の
時
間

は
大
幅
に
拡
張
さ
れ
、
先
生

は
盗
み
が

い
か
に
、
非
人
間

的
な
行
為
で
あ
る
か
、
お
話

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
話
を
聞

き

一
人
一
人
が
自
分
の
事
の

よ
う
に
罪
悪
感
に
さ
い
な
ま

れ
ま
し
た
。
ま
た
学
級
費
が

二
百
円
盗
ま
れ
た
り
す
る
と

紙
が
配
ら
れ
正
直
に
申
し
出

る
よ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
盗

み
は
ま
さ
に
極
悪
犯
罪
の
ー
 

つ
で
し
た
。
 

し
か
し
今
あ
れ
ほ
ど

の
嫌

悪
感
が
無
く
な
っ
て
い
ま
し

た
。
何
度
も
盗
難
を
目

の
あ

た
り
に
し
、
自
分
で
も
幾
度

か
そ
う
い
う
目
に
会

い
、
盗

み
に
慣
れ
て
し
ま
い
良
心
が

全
く
無
感
覚
に
な
っ
て
い
た

の
で
す
。
む
し
ろ
「
盗
み
ぐ
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第
四
中
校
の
電
話
番

号
 

四
月
一
日
開
校
の
五
所
川
原

市
立
第
四
中
学
校
の
電
話
番
号

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

■

市
立
第
四
中
学
校
（
云
3
6
 

二
四
一
五
番
）
 

新
人
権
擁
護
委

員
 

（三
月
一
日
、
委
嘱
 

▽
山
谷
清
氏
（
四
九
、
病
院

事
務
長
）
市
内
元
町

一
五
ニ
ー
 

▽
野
呂
金
八
郎
氏
（
七
二
、
 

農
業
）
市
内
藻
川
字
村
崎
六
一
一

六
の

一
 
 

ら
い
は
仕
方
が
な

い
。
こ
れ

だ
け
の
人
数
な
ら
別
に
不
思

議
で
は
な
い
」
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
盗
み
は
文
房
具
に

始
ま
り
、
傘

・
ズ
ッ
ク

・
コ
 

鈍
っ

て
ゆ
 

ー
ト

・
金
銭
に
ま
で
及
び
ま

す
。
そ
し
て
給
食
用
の
パ
ン

も
盗
ま
れ
た
り
し
ま
す
。
最

近
の
話
で
す
が
傘
立
て
を
教

室
に
入
れ
る
と
い
う
仕
事
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
 

私
の
学
級
で
は
一
日
で
四
本

も
の
傘
が
盗
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
名
前
が

書
れ
て
い
た
も
の
も
、
あ
り

ま
し
た
。
私
も
幾
度
か
物
を

盗
れ
て
、
と
て
も
や
り
切
れ

な
い
気
持
を
味
い
ま
し
た
。
 

み
な
口
を
そ
ろ
え
て
「
頭
に

く
る
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
対
応
策
は
全
く
出
て
こ

な
い
と
い
う
こ
と
は
不
思
議

な
こ
と
と
言
え
る
で
し
よ
う
。
 

先
生
方
に
何
か
が
盗
ま
れ

ま
し
た
と
言
っ
て
も
「
そ
れ

は
大
変
ね
、
後
で
探
し
て
み

ま
し
ょ
う
、
で
も
出
て
こ
な

い
か
も
し
れ
な
い
ね
」
と
い

う
事
に
な
る
場
合
が
多
い
の

で
す
。

一
中
で
は
盗
ま
れ
た

イ
コ
ー
ル
あ
き
ら
め
よ
う
と

い
う
非
常
識
な
公
式
が
成
り

立
っ
て
い
る
の
で
す
。
 

「五

一
中
は
人
数
が
多
い
 
 

か
ら
盗
難
や
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
起
こ
り
や
す
い
」
と
い

う
話
を
耳
に
し
ま
す
。
こ
の

事
か
ら
私
達
は
 
「人
数
が
多

い
か
ら
こ
れ
ぐ
ら
い
」
と
、
 

く
心
の
鏡
 

「人
数
」
 
のせ
い
に
し
て
問

題
を
片
付
け
て
し
ま
う
傾
向

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
そ

し
て
冬
の
寒
い
日
に
コ
ー
ト

を
盗
ま
れ
た
ら
 

つ
か
い

み
ち
の
あ
る
お
金
を
盗
ま
れ

た
ら
、
と
い
う
盗
ま
れ
た
人

に
置
き
か
え
た
相
手
を
思
う

気
持
ち
を
持
た
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
 

「仕
方
が
な
い
」
と
言
っ

て
自
分
を
た
し
な
め
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
で
本
当
に
小
さ
な
事

で
す
が
自
分
の
所
持
品
に
、
 

は
っ
き
り
名
前
を
書
く
こ
と

や
、
不
必
要
な
物
は
学
校
に

持
っ
て
こ
な
い
、
そ
し
て
小

さ
な
行
為
に
も
罪
の
意
識
を

持
ち
、
 
「ち
ょ
っ
と
だ
け
借

り
る
」
と
い
う
気
持
ち
が
実

は
非
常
に
無
責
任
で
あ
る
と

い
う
事
を
一
人
一
人

の
心
に

留
め
る
な
ら
、
少
し
ず

つ
で

も
盗
み
は
減
少
し
て
ゆ
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

私
は
た
ま
た
ま
盗
ん
だ
物

を
平
気
で
使
っ
て
い
る
人
を
 

五
一
中
 
三
年
 

見
ま
す
。
そ
の
時
、
持
ち
主

に
返
し
て
く
れ
ば
と
か
、
置

い
て
あ
っ
た
場
所
に
戻
し
て

く
れ
ば
と
、
注
意
し
て
み
よ

う
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
の

人
や
周
り
の
人
は
私
の
事
を

ど
の
よ
う
に
思
う
だ
ろ
う
と

考
え
る
と
、
す
ぐ
に
お
じ
け

づ
い
て
し
ま
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
中
に
も
こ
の
よ
う
な

経
験
を
持
っ
て
い
る
人
が
い

る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な

事
が
積
み
重
な
っ
て
現
在
の

よ
う
な
五

一
中
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
打

破
す
る
た
め
に
、
お
互
い
を

厳
し

い
目
で
見

つ
め
合
い
、
 

ど
ん
な
問
題
も
自
分
の
問
題

と
し
て
受
け
止
め
、
ま
た
励

ま
し
合

い
、
み
が
き
あ
っ
て

行
き
た
い
ノ
と
強
く
願
い
ま

し
た
。
 

鋭
敏
な
良
心
を
取
り
戻
し
 

「物
が
な
く
な
り
ま
し
た
ノ
亡

と
い
う
声
が
聞
か
れ
な
い
学

校
に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。
私
達
の
心

の
鏡
は
く
も
っ
て
い
た
の
で

す
。
そ
の
汚
れ
に
全
く
気
付

か
な
い
で

い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
お
互
い
の
鏡

を
厳
し
く
見

つ
め
合
い
、
ど

ん
な
汚
点
で
も
写
し
だ
せ
る

輝
か
し
い
鏡
を

つ
く
り
あ
げ

て
ゆ
き
ま
し
よ
う
。
 

中
 

川
 
明
 
子
 

~通’信教育の入学者を募集 l 

激動する現代社会では、情報過多ともいえる程その

選択に戸惑うことが沢山ありますっそのために高等学

校程度の学力をもつことが要求されていますっ働きな

がら学ぼうとする人や、向学心に燃える主婦たちに高

校教育の機会を与えているのが通信教育です。 

現在、本校でもそのような人たちが、多数勉学に、 

スポーツに 生懸命です。仲間入りしませんかっ

昭和59年度の入学要項もできました。出願期間は 

3月3日（土）-4月7日（土）までです。学習方法

や、その他詳しいことを知りたい方は、下記へご連絡

下さい。なお、入学願書や入学案内等の入学関係書類

も 120円切手を同封して、下記へご請求下さい。（返

信用封筒は不要です） 

また、自分の希望する科目だけを勉強したい人のた

めに、開講する科目から選択できる一部科目受講の制

度もありますし、就学前の子供さんがいるため、入学

をためらっている人のために託児室を設け、専任の保

母さんもおいています。 

(036）弘前市新寺町一番地 

青森県立弘前高等学校 通信制 

（廿 0 1 7 2 ⑩9 4 24) 
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記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ

た
当
市
も
、
こ
れ
ま
で
の
昼
夜

を
分
か
た
ぬ
除
排
雪
作
業
に

よ

り
生
活
道
路
確
保
に
全
力
を
あ

げ
て
き
ま
し
た
が
、
作
業
の
繁

忙
期
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
い

ま
ひ
と
つ
地
域
ぐ
る
み
の
協
力

体
制
の
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る

よ
う
で
す
。
 

春
先
の
融
雪
期
に
入
っ
て
、
 

部
分
的
な
浸
水
や
救
急
車
も
入

れ
な
い
ぬ
か
る
み
小
路
が
懸
念

さ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
で
出
来

る
こ
と
は
ま
ず
身
の
回
り
か
ら
、
 

そ
し
て
地
域
ぐ
る
み
の
克
雪
意

識
を
高
め
、
官
民
一
体
の
春
の
 

、
 

掘
り
起
こ
し
を
し
た
い
も
の
で

す
。
 

市
で
は
昨
年
十
二
月
一
日
、
 

除
排
雪
対
策
本
部
（
花
田
助
役

本
部
長
）
を
設
け
、

除
雪
隊
の

出
陣
式
を
行
っ

て
、
冬
期
間
の

交
通
確
保
に
あ
た
り
ま
し
た
。
 

市
の
除
排
雪
計
画
路
線
は
、
 

総
延
長
が
約
二
百
六
十
キ
寸
屑
。
 

こ
れ
を
新
し
く
購
入
し
た
大

型
除
雪
グ
レ
ー
ダ
と
歩
道
用
ロ
 

ー
タ
リ
ー
車
を
加
え
、
市
有
除

雪
車
両
十
四
台
と
、
重
借
上
車

両
四
十
三
台
を
出
動
さ

せ
、
昼

夜
を
分
か
た
ず
生
活
道
路

の
確

保
に
全
カ
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
打
ち
続
く
降
雪
で
、
 

当
初
計
上
し
た
除
排
雪
予
算
七

千
五
百
万
円
を
瞬
く
間
に
消
費
。
 

二
月
七
日
豪
雪
対
策
本
部
を
設

置
後
、
十
日
間
に
わ
た
り
市
職

員
の
べ
百
人
を
動
員
し
除
排
雪

車
の
誘
導
作
業

に
当
た
ら
せ
ま

し
た
が
、
最
終
的
に
は
一
億
六

千
万
円
の
経
費
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
 

除
排
雪
作
業
の
繁
忙
期
を
振

り
返
っ
て
み
て
、
ま
ず
目
立

つ

の
が
路
上
駐
車
や
道
路
へ
の
雪

捨
て
。
そ
の
た
び
に
作
業
は
大

幅
に
遅
れ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

狂
い
っ
放
し
で
、
結
果
的
に
必

要
以
上
に
時
間
と
経
費
が
か
か

り
ま
し
た
。
私
た
ち
で
処
理
す

べ
き
雪
は
、
ま
ず
自
分
で
処
理

し
、
 一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
を

高
め
た
い
も
の
で
す
。
 

路
上
に
は
み
出
し

の
ガ
ス
ボ

ン
べ
や
自
動
販
売
機
、
立
て
看

板
等
に
よ
り
、
除
排
雪
作
業
に

支
障
を
き
た
し
、
 
一
部
物
損
事

故
も
起
き
て
い
ま
す
。
 

「除
雪
車
が
来
な
い
」
 
「除

雪
車
が
来
た
ら
玄
関
が

ふ
さ
が

っ
た
」
 
では
、
い
っ
こ
う
に
雪

は
な
く
な
ら
な
い
の
で
す
。
 

春
の
融
雪
期
、
部
分
的
な
路

上
や
家
屋
へ
の
浸
水
が

心
配
さ

れ
ま
す
が
、
ひ
と
昔
前
み
か
け

た
地
域
ぐ
る
み
で
の
堰
の
堀
り

起
こ
し
や
小
路
の
雪
切
り
を
い

ま
一
度
思
い
起
こ
し

て
み
た
い
 

ヤ
 イ

 
出
願
資
格
 

m
 
 
昭
和
五
十
九
年

三
月
に

中
学
校
、
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
学
校
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方
。
 

②
 
中
学
校
又
は
こ
れ
に
準

ず
る
学
校
を
卒
業
し
た
方
。
 

（年
齢
不
問
）
 

ロ
 
出
願
手
続
き
 

出
願
者
は
所
定
の
入
学
願

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
 

青
森
県
収
入
証
紙
（
四
百
円
）
 

を
添
え
て
、
調
査
書
、
そ
の

他
必
要
書
類
と
と
も
に
出
身
 

（在
学
）
中
学
校
か
ら
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
詳
細
に

つ
い
て
は
、
出
身
 

（
在
学
）
中
学
校
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

）
 

ハ
 
出
願
期
日
 

期
間
は
昭
和
五
十
九
年
三

月
十
九
日
（
月
）
か
ら
三
月

二
十
二
日
（
木

）
ま
で
で
、
 

時
間
は
九
時
か
ら
十
六
時
ま
 

"
‘
→
“
→
“
ー
 

“
・

●
“
・

“
‘
 
●
 ‘
 
，
 

清
酒

2
0
本
寄
贈
 

市
内
寺
町
の
緑
屋
呉
服
店
で

は
二
月
二
十
二
日
、
養
護
老
人

ホ
ー
ム
 
「く
る
み
園
」
に
清
酒

二
十
本
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
 
 

で
で
す
。
た
だ
し
最
終
日
は

正
午
ま
で
で
す
。
 

ニ
 
面
接
等
 

昭
和
五
十
九
年
三

月
二
十

三
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら

面
接
を
行
い
ま
す
。
 

ホ
 
合
格
発
表
 

昭
和
五
十
九
年
三

月
二
十

四
日
（
土
）
午
前
九
時
か
ら

本
校
生
徒
玄
関
前
で
発
表
し

ま
す
。
 

へ
 
そ
の
他
 

m
 
 
学
費

…
月
額
三
千
七
百

五
十
円
 

②
 
教
科
書
…
無
償
支
給

⑧
 
定
通
修
学
奨
励
金

・
：
選

考
に
よ
り
月
額
七
千
円
貸

与
さ
れ
、
卒
業
す
る
と
返

還
免
除
 

山
 
給
食
…
無
償
で
パ
ン
と

牛
乳
 

詳
細
は
本
校
（
廿
⑩
三
〇
七

三
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ

さ
い
。
 

.
  
，
  →

‘ー 

近
火
見
舞
に
寄
せ
ら
れ
た
清

酒
を
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
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l 

三
一
三
」
三
三
三三
」
三
三三
」
三
」
三
 

克
雪
の
研
究
を
 

森
田
市
長
は
、
 
『
こ
れ
ま
で
の

除
排
雪
経
費
は
多
額
な
も
の
で
あ
 

生
活
学
校
運
動
と
は
、
主
 

■
学
習
会
 
月
一
回

婦
が
中
心
と
な
り
、
生
活
学
 
・
会
費
 

年
千
円

校
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
形
成
 
・
申
込

み
締
切
り

し
、
物
価
、
食
品
の
安
全
性
、
 
三
十
日
ま
で
 

新
会
員
を
募

集
 

生

活
学
校
 

ゴ
ミ
処
理
、
子
供
の
環
境
等
、
 

・
申
込
み
先
 
市
内
鎌
谷

消
費
生
活
上
の
問
題
の
解
決
 
町
、

市
中
央
公
民
館
（
。
⑩

を
と
お
し
地
域
や
家
庭
を
よ
 
六
〇
五

六
番
）
 

り
よ
く
す
る
運
動
で
す
。
 

『 1 

（
園
問
 

 

ア
ソ

シ
ョ

ン
囲
「

市
誘
致

企
業

」
）
 

・

面
接
場
所
 
市
中
央
公
民
 
館
（
駅
裏

）
 

花
に
は

水
を
 
他
人

に
は

思
い
や

り
を
 

小
さ
い

と
き

か
ら

教
え
 

育
て

ま
し
ょ

う
 

五
所

川
原
地
区

B
B
s
会
 

麟纏難麟難綴 
◇応募区分◇ 一般の部及び小・中・高校生の部

◇応募作品◇ 

〇内容「防災」 をテーマとした個人の作品で、未

発表のものとします。 

＠用紙の大きさ等 （一般の部）●用紙は 260mm 

X2lOmmの大きさとし、同寸法の厚さ 1 mm程度の台紙

をはり付けてください。●描写寸法は 200mmX 150 

mの大きさとします。 （小・中・高校生の部）●用

紙は 257minXl82mm(B 5判）の画用紙に描き、同じ

大きさの厚さlm程度の台紙をはり付けてください。 

＠用紙の使い方等 ●縦、横いずれに使用しても

さしつかえありません。’画材及び色数は自由です。 

● 「日本郵便」 「NIPPON」 及び 「60」 の文字

を描写寸法内に記入してください。 （ただし、小・

中・高校生の応募作品にはこれらの文字の記入の必

要はありません。） 

◇出品方法◇ 

＠出品点数には制限はありません。O作品の裏側

には、応募者の郵便番号、住所、氏名（フリガナを

つけてください。）、年齢、性別、電話番号を記入し

てください。 なお、小・中・高校生の場合は、学校

名及び所在地を付記してください。＠応募の締切日

昭和59年 4 月10日（当日消印有効） 

●

無
嬢
「鷺
焦
薫
舞
 

■

職
種
 
高
級
ス
カ
ー
ト
製
 

叫
迫
 

●

勤
務
地
 
旧
中
川
中
学
校

跡
 

■

申
込
み
締
切
り
 
四
月
七
 

口
］
 

■

提
出
書
類
 
履
歴
書

（
写

真
添
付
）
十
八
歳
ー
三
十
五
歳
 

●

申
込
み
及
び
間
い
合
わ
せ

先
 
市
商
工
観
光
課
（
。
⑩
一
一

一
一
一
番

・
内
線
二
六
〇
）
 

■

面
接
日
 
四
月
十
五
日
 

（日
）
午
前
十
時
か
ら
 

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
除
排
雪
は
行

政
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
大
き
な
成
果

が
上
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

市
民
自
ら
が
、
周
辺
の
除
排
雪

に
取
り
組
む
、
 
“春
を
掘
る
運
動
）
 

を
展
開
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
ま
た
雪
の
克
服
と
積
極
的
な

利
用
に
つ
い
て
も
、
大
い
に
研
究

し
て
み
る
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま
 

す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
 

東
北
電
力
五
所
川
原
営
業
所

で
は
、
五
十
九
年
度
の
長
期
婦

人
電
気
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

家
庭
の
主
婦
を
対
象
に
、
電

気
の
基
礎
知
識
、
安
全
な
使
い

方
な
ど
習
得
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
 

■

期
間
 
四
月
か
ら
十
二
月
 

（
八月
は
休
講
）
ま
で
、
毎
月
 

一
回
。
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま

で
。
 

■

受
講
料
 
無
料
 

■

定
員
 
三
十
人
 

■

お
申
込
み
 
四
月
十
日
ま

で
、
五
所
川
原
市
田
町
一

一
三
 

ー
一
、
東
北
電
力
五
所
川
原
営

業
所
サ
ー
ビ
ス
係
（
。
⑩
二
一

五
一
番
）
ま
で
。
 

、

、
 

も
の
で
す
。
 

集
し
た
克
雪
と
、
雪
の
利
用
を
 
で

す
。
 

ま
た
、
皆
さ
ん
の
英
知
を
結
 
積

極
的
に
考
え
て
み
た
い
も
の
 

J
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今
回
訪
間
し
た
の
は
、
日
野
 

雪
で
り
ん
ご
の
枝
折
れ
を
心
配
 

市
の
日
野
自
動
車
、
新
狭
山
市
 

す
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
 

の
本
田
技
研
、
凸
版
印
刷
（
株
）
、
 
不
況
と
は
い
え
、
二
十
代
か
 

東
京
の
パ
イ
オ

ニ
ァ
、
船
橋
市
 

ら
五
十
代
ま
で
平
均
し
て
就
労
、
 

の
石
井
食
品
、
横
浜
の
北
田
建
 
「

五
所
川
原
人
は
よ
く
働
く
」
 

設
、
安
田
建
設
、
日
産
自
動
車
 

と
ど
こ
で
も
評
判
が
よ
く
、
一
一
 

等
十
の
事
業
所
と
作
業
現
場
。
 

十
六
年
以
上
同
じ
事
業
所
で
働
 

市
内
か
ら
は
、
い
ず
れ
の
事
 

い
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。
 

業
所
と
も
気
心
の
知
れ
た
仲
間
 

数
人
が
グ

ル
ー
プ
で
就
労
し
て
 

い
ま
し
た
。
 

◇
 

◇
 

◇
 

製
造
、
建
設
業
関
係
が
最
も
 

多
く
、
建
設
関
係
で
は
道
路
の
 

舗
装
や
改
修
、
下
水
道
、
側
溝
 
◇
 
◇
 
◇
 

工
事
に
従
事
、
電
話
で
家
族
と
 

連
絡
し
合
っ
て
い
る
の
で
留
守
 

宅
の
こ
と
は
心
配
な
い
が
、
大
 

          

  

第36回 婦人週間 4 月10日～16日 

   

        

  

あらゆる分野への 

男女の共同参加 

 

        

昭
和
五
十
九
年
三
月
十
八

日
に
執
行
す
る
五
所
川
原
都

市
計
画
事
業
南
部
地
区
土
地

区
画
整
理
審
議
会
委
員
選
挙

に
、
次
の
方
々
が
立
候
補
 

（
届
出
期
間
は
二
月
二
十
八

日
か
ら
三
月
八
日
ま
で
）
し

ま
し
た
。
 

小
田
桐
久
右
工
門
（
栄
町
）
 

曽
選
挙
場
 

市
民
文
化
 

正
（
湊
千
鳥
）
 
会

館
二
階
 

（八
重
菊
）
 

※
候
補
者
の
数
が
選
挙
す
 

（八
重
菊
）
 

べ
き
委
員
（
十

一
名
）
の
数
 

（
金
山
泉
）
 
を
超
え
な
く
な
っ
た
場
合
は

実
（
元
町
）
 

（
辞
退
等
に
よ
る
）
投
票
を

雄
（
八
重
菊
）
 

行
わ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
 

次
（
八
重
菊
）
 

の
で
、
そ
の
旨
を
選
挙
場
に
 

桜堀小渋浜中平 
田 

庭内桐 谷 田 野山 

義昭 正昭鉄

次雄実夫信男 正 

（敬
称
略
）
 

兼
三
郎
（
鎌
谷
町
）
 

良
 
一
 
（
元
町）
 

日
出
夫
（
元
町
）
 

喜
 

一
 
（
元
町）
 

哲
 
雄
（
湊
千
鳥
）
 

一
 
雄
（
元
町
）
 

文
 
男
（
元
町
）
 

小
田
桐
喜
代
太
郎
（
元
町
）
 

木小鳥葛平葛猪 
田 

村桐井西 山 西 口 

な
お
選
挙
日
程
は
次
の
と
 

掲
示
し
ま
す
。
 

お
り
で
す
。
 

・

選
畔
漕

）
三
月
十
八
 

◇
 

◇
 

■

投
票
時
間
 
午
前
八
時
 

郵
”
か
ら
午
後
四
 

◇
 
◇
 

■

開
票
日
時
 
同
日
午
後
 

四
時
三
十
分
か
ら
 

広
報
紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力
下

さ
い
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

月
に

一
度
は
 

留
守
宅
へ
 

愛
の

メ
ッ

セ
ー
ジ
 

青
森

職
業
訓
練
短

期
大
学
校
の
学

生
ニ
次
募

集
 

ー
 

？
‘
、
、
？
・
、
、
、
‘
く
、
ー
 
、
、
、
、

、
、
、
、

I『
ー
 
、
、
、
、
ー
ー
、
、
、
、
、
ー

、
、
、
、
）
，

、
、
・
『
、
、
、
、
、
 

昭
和
五
十
九
年
四
H

、
五
所

川
原
市
に
開
校
す
る
青
森
職
業

訓
練
短
期
大
学
校
の
昭
和
五
十

九
年
度
入
学
試
験
合
格
者
が
、
 

定
員
を
満
し
て
い
な
い
科
に
か

か
る
二
次
募
集
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
 

■

募
集
科
名
 

●

生
産
機
械
科
 

●

金
属
成
形
科
 

●

建
築
設
備
科
 
 

●

募
集
定
員
 

各
科
若

F
名
（
男
女
）
 

■

教
育
訓
練
期
間
 
．
年
 

■

願
書
受
付
 

一月
一
日

（
木
）
か
ら
」
一
 

月
二
十
六
日
（
月
）
 

●

試
験
日
 

三
月
二
十
七
日
（
火
）
 

■

試
験
場
所
 

青
森
職
業
訓
練
短
期
大
学
 

校
 
 

■

試
験
科
目
 

●

数
学
1
●
英
語

A
●
物

理
I
又
は
化
学
I
 

■

合
格
発
表
 

一
一一月
」
一
十日
（
金
）
 

■

お
間
い
合
わ

せ
及
び
募
集

要
項
の
申
込

み
先
 
〒

0
3
7
 

1
0
6
 五
所
川
原
市
大
字
戸

沢
字
畑
林
二
一
 
青
森
職
業
訓

練
短
期
大
学
校
開
設
準
備
室
 

（
。⑩
三
〇
四
八
番

）
 

」】i二ii恵襲纏憲熱区画整理審議会委員選挙

嚇I二三難ンの「立候補者等についで二‘（お知らせ） 
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